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－はじめに- 
 

このたびは、弊社表示器（ＭＸ－１１シリーズ）をご購入いただき、誠にありがとうございます。 

ご使用にあたりまして、本取扱説明書をよくお読みになり正しくご使用くださいますようお願いいたします。 

本書は以下の製品に対応しております。 

 

ＭＸ－１１－Ｄ２４－□□ 

＜アナログ出力選択＞ 

ＶＯ：０～５Ｖ出力 

ＣＯ：４～２０ｍＡ出力 

 

 

安全にお使いいただくために 

 

１．設置場所について 
 

 

 

 注意 
 

 

設置場所等の注意事項について 

本機を以下の様な場所には設置しないでください。 

思わぬ故障の要因となります。 
 

 

 

 
● 温度・湿度については仕様の範囲内に収まる場所にてご使用ください。 

● 屋外の直射日光の当たる場所、高温・多湿な場所への設置はしない様にしてください。 

● 振動・衝撃のある場所には設置しないでください。 

● 水気や水のかかる場所には設置しないでください。 

● ほこりや粉塵のある場所へは設置しないでください。 

● 本機を爆発性雰囲気のある場所には設置しないでください。 

● 腐食性ガスや塩分、硫黄分等を含む雰囲気の場所へは設置しないでください。 

● 実験室等の化学反応がある場所への設置はしないでください。 

● 磁気・電磁波が発生し影響を受ける場所へは設置しないでください。 

● 急激な温度変化、急激な湿度変化がある場所へは設置しないでください。 

● 輻射熱等が発生する様な場所へ設置しないでください。 

● 放射能・放射線の当たる場所へ設置しないでください。 

 

！ 
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２．使用上の注意事項について 
 

 

 

 

 注意 
 

 

本製品に配線する前は必ず本取扱説明書を良く読み、 

正しく配線を行ってください。 

誤って配線を行うと故障の原因となります 
のでご注意ください。 

 

 

 

 
● 製品のパネルを必要以上の力で押したり、ドライバー、鋭利な工具類で押したりしないでください。これを守

っていただけない場合、パネルスイッチの破損や操作性、耐環境性を損なう結果を招く場合があります。 

● 製品に物をぶつける、衝撃が加わる様な状態を避けてください。 

● 製品型式が記載されているシールをはがさない様にしてください。この場合製品購入後 1 年以内であって

も保証の対象外と致します。（センサーとの組み合わせ識別に使用しているシールは例外です。） 

● 端子台への配線取り付けについては規定トルク以上で締め付けない様にしてください。ねじ山が破損し製

品性能を損ねる結果となります。 

● 接続配線作業を行う場合は必ず、電源を切った状態で行ってください。電源が入ったまま配線を行うと感電

事故、本機の故障の要因になります。 

● 本機はロードセルの微少電圧を増幅し計測表示します。電力系、動力系、などノイズを発生する配線とは

接続配線を別にしてご使用ください。 

● 本機にフレームグランドまたは接地線を必ず接続してください。接続されていない場合は感電事故や誤動

作の要因になります。 

● 本機を使用する前に正しく結線がされていることを確認してから電源を投入してください。正しく結線が行わ

れていないと製品を破損したり、正しく表示が行われず周辺機器の破損や重大事故を引き起こす結果を招

く場合があります。 

● 本機と接続される歪みゲージ式のロードセル、重量センサー、圧力センサー等をセットにて購入された場合

は必ず組み合わせシールを元に組み合わせ確認を行い接続してください。組み合わせが違うと正しい表示

を行えないばかりか、誤動作の要因となります。 

● 本機に接続される歪みゲージの式ロードセル、重量センサー、圧力センサー等を交換した場合は必ず校正

を行ってください。別々に購入された場合は必ず校正を実施してください。 

● 本機は歪みゲージ式のロードセル、重量センサー、圧力センサー等が接続されることを前提としています。

本機の入力仕様に合わない歪みゲージ式のロードセル、重量センサーを接続しないでください。正しい表

示を行えないばかりか、故障の要因となります。 

● 記載されている各仕様の 大定格での長期にわたる連続稼働は製品の性能を損ねる場合がありますの

で注意してください。この場合弊社までお問い合わせください。 

● 製品を分解する様な行為は行わないでください。製品性能を損ねる結果を招く場合があります。この場合

保証期間内であっても保証の対象外となります。 

！ 
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● 電源を投入する前に本機の電源仕様と供給電圧が合っているか再度確認してください。 

● 使用環境、電源入力、各出力値の仕様範囲外でのご使用はなさらないでください。製品性能を損ね、製品

寿命を縮める結果となります。この場合製品の保証は致しかねます。 

● 計測中の不用意な設定変更は正しい計測を行えないばかりか、誤動作の要因となりますので充分に注意

してください。 

● 事故防止のため定期的な製品の動作確認を行ってください。定期的な校正をお勧めいたします。 
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１.概要 
本機は、ロ－ドセルアンプ用に開発した高精度、多点リミッター出力のフォトカプラ出力型アンプです。 

電源電圧はＤＣ２４Ｖで、電源入力及び信号入出力は端子台で接続できます。 

 

特長 

①オ－トゼロ・・・・・ワンタッチで計測指示値表示を“０”にします。 

 

②積算表示・・・・・・計測入力の積算回数を選択することにより変動の激しい測定物を安定して表示す

ることができます。 

 

③ゼロトレーディング・・･センサーゼロ点の変動を追従して表示を常にゼロにする事ができます。 

 

④２チャンネル設定出力・・・・・ 

２チャンネルのリミッター、各チャンネルは上限、下限を自由に設定可能、出

力はフォトカプラにて行い、パルス出力、ホールド出力、表示連動を選択でき

ます。 

 

⑤キャリブレーション機能の強化 ・・・・・ 

実重検定、ロードセルデータによる表示、変換係数入力による表示、工場出

荷時の検定データ保護によるお客様でのキャリブレーションミス防止等の機

能を用意しております。 
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２.各部の名称と機能 
２.１.フロントパネル 

以下にフロントパネルの各部の名称及び機能を記載します。 

 

 

 

 
 

 

 

 

名称 
機能 

計測動作中 各種設定操作中 

①計測表示部 ・計測値を表示 ・各種設定値を表示 

②リミッター動作ランプ 

・リミッターＬ１、Ｌ２の検知動作状態を表示 

 緑点灯：上限(上上限)動作設定    緑点滅：上限(上上限)検知 

 赤点灯：下限(下下限)動作設定    赤点滅：下限(下下限)検知 

 消灯：リミッター機能不使用 

③ＣＮＣＬ／ＺＥＲＯスイッチ 
・約３秒以上押し続けると、計測

値をゼロに補正 

・設定操作の「キャンセル」スイッチとして

動作 

④Ｌ１／△スイッチ 

・Ｌ１設定値を表示 

・約３秒以上押し続けると、Ｌ１リ

ミッター設定値変更 

・各設定値の「UP」スイッチとして動作 

⑤Ｌ２／  スイッチ ・Ｌ２設定値を表示 

・約３秒以上押し続けると、Ｌ２リ

ミッター設定値変更 

・各設定値の「SHIFT」スイッチとして動作 

⑥ＭＯＤＥ／ＥＮＴＥＲスイッチ
・約３秒以上押し続けると、ＭＯＤ

Ｅ設定状態へ移行 
・各設定値の「ENTER」スイッチとして動作

 

① 

②

③ ④ ⑤ ⑥
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２.２.リヤパネル 
以下に背面端子の端子名称及び機能を記載します。 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11 12

13 14

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪ ⑫

⑬ ⑭

 
 

（１）電源入力、センサー入力端子台 
 

端子番号 信号名 内 容 

① Ｌ１ リミッターＬ１出力 

② ＣＯＭ リミッター共通リターン 

③ Ｌ２ リミッターＬ２出力 

④ ＤＣ２４Ｖ 電源入力ＤＣ２４Ｖ＋ 

⑤ ＧＮＤ 電源入力ＧＮＤ 

⑥ ＳＩＧ＋ 出力信号＋ 

⑦ ＳＩＧ－ 出力信号－ 

⑧ ＥＸＣ＋ 印加電圧＋ 

⑨ ＥＸＣ－ 印加電圧－ 

⑩ Shield シールド線 

⑪、⑫ ＮＣ 未使用 

⑬ ＡＯＵＴ アナログ出力 

⑭ ＧＮＤ アナログ出力用ＧＮＤ 

 

接続用推奨圧着端子 日本圧着端子製   ＦＶ－１．２５－３ 

3.3-2.3φ

５．
５

 
 

Ｎｏ．１～３ リミット出力Ｌ１、Ｌ２ 

リミッター検知時フォトカプラが動作します。 

Ｎｏ．４、５ ＤＣ２４Ｖ，ＧＮＤ 

電源入力用の端子部です。 

入力電圧は、ＤＣ２４Ｖ±１０％まで入力可能、消費電流１５０ｍＡ以下。 

Ｎｏ．６～１０ センサー入力端子です。 

Ｎｏ．１１、１２ 未使用端子です。何も接続しないでください。 

Ｎｏ．１３，１４ ＡＯＵＴ，ＧＮＤ 

アナログ出力の端子です。本出力はオプションになります。オプション選択時に０～５Ｖ出力

または、４～２０ｍＡを選択した場合に実装されます。 
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３.設置、接続 
３.１.設置 

 

下図のように、ＭＸ－１１を取付パネル正面より取り付け、後方より付属アダプタにてパネルを挟み固定

します。 

パネル

ＭＸ－１１

取付アダプタ

 
 

 

 

取付パネルの寸法は以下の通りです。 

適応パネル厚 t1～t8

45

小 50mm

小
6
0m

m

45
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３.２.接続 
 

接続前に、必ず電源が入っていないことを確認して配線作業を行ってください。 

 

（１）センサーとの接続例１（ＴＴＳ,ＳＴＳシリーズとの組み合わせ） 
 

1

2

3

4

－ 5
DC24V

13 14

＋

11 12

NC NC

6

7

8

9

10 SHIELD

SIG＋

SIG－

EXC＋

EXC－

Analog out

＋ －

L1 out

com

L2 out

重量センサーMX-11装置側

IN

GND

IN

V

緑

赤

シールド

白

黒

(背面視)

 

 

 

 

（２）センサーとの接続例２（ＬＴＳシリーズとの組み合わせ） 
 

(背面視)

黒

白

シールド

赤

緑

V

IN

GND

IN

装置側 MX-11 重量センサー

L2 out

com

L1 out

－＋

Analog out

EXC－

EXC＋

SIG－

SIG＋

SHIELD10

9

8

7

6

NCNC

1211

＋

1413

DC24V
5－

4

3

2

1

 

 

 

【警告】 誤った配線を行うと、正しく動作しないだけではなく故障することもあります。 

配線前には必ず本取扱説明書を良く読んで正しく配線を行ってください。 

※センサーのＳＩＧ－,ＥＸＣ－部配線色がＴ

ＴＳ， ＳＴＳシリーズと異なりますので注意

してください。 

※各出力はリミッター出力切換

設定によりａ接点，ｂ接点が自

由に切り替えられます。 
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（３）アナログ出力接続例 
アナログ出力は０～５Ｖの電圧出力、又は４～２０ｍＡの電流出力が用意されております。 

 

      ＜接続例＞ 

 

・ＶＯタイプ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シールドを使用した接続例です。 

モニタ側との距離が長い場合や、耐ノイズ性を考慮した場合に効果的です。 

 

 

 

・ＣＯタイプ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

（注１） モニタ側との距離が長い場合や、耐ノイズ性を考慮する場合は、上記ＶＯタイプの接続例を参

考に接続してください。 

電圧出力タイプ(VO)
モニタ側

シールドケーブル

+

-
V

GND

F.G F.G

MX-11側

Aout
13

14

13

モニタ側

+

-GND
A

負荷抵抗
大250Ω

電流出力タイプ(CO)

MX-11側

Aout
13

14



SM-183M Rev.15 

8          株式会社 ティアンドティ 

 

４.基本操作 
 

（１）各項目は で選択し、 で決定・登録します。 

 

（２）各設定表示にて を押すと、全ての操作をキャンセルします。キャンセル後は、計測値表示状態

へ戻ります。 

 

（３）数値入力操作中は、入力桁は点滅表示されます。 を押して数値を変更してください。また、

は桁移動スイッチとして機能します。スイッチを押すたびに、入力桁が左に移動します。数値入

力後、 を押すことで登録完了となります。 

 

  ※設定項目によっては、数値の入力範囲が決められている場合があります。入力範囲を逸脱した場合

は“Ｅｒ １”と表示され、入力された値は無効となります。 

 

（４）選択中に を押すと上位の設定選択項目へ移行します。ただし、数値入力操作中は桁移動スイッ

チとして機能しているため、上位の設定操作へは戻れません。この場合は、上記（２）の手順によりキ

ャンセル操作をし、はじめからやり直してください。 

 

（５）電源投入後、一度設定操作を行っている場合、前回設定した項目を表示します。 
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５.操作方法（計測動作中） 
５.１.ゼロ入力 

計測表示値をゼロへ補正します。センサーの設置状態により、計測表示値がゼロになっていない場合ま

たは、風袋引きする場合に使用してください。 

 

１． を３秒以上押し続けます。 

 

２・“＿ ＿ ＿ ＿”が数秒表示されます。 

 

 

 

 

 

３．表示が“0”になります。 

 

 

 

 

 

（注１） センサーに負荷がかかった状態でゼロ補正を行い、その後更に負荷をかけた場合、センサー

には表示値以上の負荷がかかることになります。このような操作は、センサー故障の原因とな

りますのでご注意ください。 

 

（注２） ゼロ補正により、電圧(電流)出力も補正されます。 

 

 

５.２.Ｌ１リミッター設定値表示 
Ｌ１のリミッター設定値を表示します。 

 

１． を１回押します。 

 

２．Ｌ１リミッターの設定値を表示します。 

  （約５秒後に計測値表示へ戻ります。） 

 

 

５.３.Ｌ２リミッター設定値表示 
Ｌ２のリミッター設定値を表示します。 

 

１． を１回押します。 

 

２．Ｌ２リミッターの設定値を表示します。 

  （約５秒後に計測値表示へ戻ります。） 
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５.４.Ｌ１リミッター値設定 
Ｌ１のリミッター設定値を設定します。 

     

１． を３秒以上押し続けます。 

 

２．現在の L1 リミッターの設定値が表示され、 下位の桁が点滅します。 

 

 

 

 

３．設定値を入力します。 上位桁はカウントアップすると、“９”→“－１”→“－”→“０”と変わります。 

  ・数値入力またはキャンセル操作については、４ 基本操作をご参照ください(P.8)。 

 

 

５.５.Ｌ２リミッター値設定 
Ｌ２のリミッター設定値を設定します。 

 

１． を３秒以上押し続けます。 

 

２．現在の L2 リミッターの設定値が表示され、 下位の桁が点滅します。 

 

 

 

 

３．以降の操作は５.４項の操作と同様に行います。 

 

 

５.６.ＭＯＤＥ設定 
 

１． を３秒以上押し続けると、モード設定状態となります。 

 

  ＭＯＤＥ設定については、６．操作方法（ＭＯＤＥ設定）をご参照ください(P.11)。 
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６.操作方法（ＭＯＤＥ設定） 
 

６.１.ＭＯＤＥ設定について 

１．計測値表示中に、 を３秒以上押し続けます。 

２．“ＦＡｎｃ”と表示され、その後、“L1”表示に変わります。 を押すたびに表示が切り替わります。 

３．設定する項目を選択し、 を押します。以降の操作については、各々の項目をご参照ください。 

 

 

 

 

 

(1)リミッター動作設定 

Ｌ１のリミッター動作条件を設定します。 

(６.１.（１） リミッター動作設定 参照(P.12)） 

 

 

Ｌ２のリミッター動作条件を設定します。 

(６.１.（１） リミッター動作設定 参照(P.12)） 

 

 

 

(2)安定検出時間設定 

Ｌ１,Ｌ２の安定検出動作時の動作条件を設定し

ます。 

(６.１.（２） 安定検出時間設定 参照(P.16)） 

 

(3)ゼロトレーディング 

計測表示のゼロ表示を補正する条件を設定し

ます。 

(６.１.（３） ゼロトレーディング 参照(P.18)） 

 

(4)積算回数設定 

表示の計測速度を設定します。 

(６.１.（４） 積算回数設定 参照(P.19)) 

 

 

(5)キャリブレーション 

校正条件の選択、校正、表示値の条件を設定

します。 

(６.１.（５） キャリブレーション 参照(P.20)） 

 

(6)アナログ出力設定 

アナログ出力の条件を設定します。 

(６.１.（６） アナログ出力設定 参照(P.28)） 
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（１）リミッター動作設定 

リミッター動作設定には４項目の条件設定があり、Ｌ１，Ｌ２の設定は独立して設定値の入力を行

います。 

１．“Ｌ１”または“Ｌ２”を選択し、 を押します。 

２．“ＨｙＳ”と表示されます。 を押すたびに表示が切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ヒステリシス幅設定  

リミッター設定値のヒステリシス幅を設定します。  

 (６.１.（１）① ヒステリシス幅設定 参照(P.13)） 

                        

②検知動作設定 

リミッターの検知動作を設定します。 

 (６.１.（１）② 検知動作設定 参照(P.14)) 

 

③出力動作設定 

検知、未検知時の出力の導通状態を設定します。 

 (６.１.（１）③ 出力動作設定 参照(P.14)) 

 

④出力条件設定 

リミッターの動作状態が変化したときの出力動作の

タイミングを設定します。 

(６.１.（１）④ 出力条件設定 参照(P.15)) 

 

 

 

３．設定する項目を選択し、 を押します。以降の操作については、各々の項目をご参照くださ

い。 
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① ヒステリシス幅設定 

ヒステリシス幅を設定します。 

 

１．“ＨｙＳ”を選択し、 を押します。 

 

２．現在のヒステリシス幅設定値が表示されます。 下位の桁が点滅するので、数値を入力し登

録します。 

  ・数値入力またはキャンセル操作については、４ 基本操作をご参照ください(P.8)。 

  ・設定可能範囲は、０～２００デジットです。 

 

 

 

 

 

 

（注１） ヒステリシス幅は、通常工場出荷時’３’デジットに合わせてあります。 

(計測物のゆれが大きく表示変動が激しい場合、リミッター設定値付近では、チャタリング等の

現象が発生する為ヒステリシス幅を大きく取ってください。) 

 

（注２） ヒステリシス幅の設定値及び ②検知動作設定 の値により、リミッターの解除条件は以下の

様になります。 

 

〈リミッター動作設定が上限動作の場合〉 

表示値 ≦ リミッター設定値 － ヒステリシス幅の値 

 

〈リミッター動作設定が下限動作の場合〉 

表示値 ≧ リミッター設定値 ＋ ヒステリシス幅の値 
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② 検知動作設定 

検知動作の条件を設定します。リミッターの設定値に対する表示値の比較条件を設定します。 

１．“ｃｎｄ１”を選択し、 を押します。 

２．現在の設定が表示されます。 を押すたびに表示が切り替わります。 

 

 

 

 

上限動作 

表示値がリミッター設定値以上となった場

合に信号を出力します。 

 

下限動作 

表示値がリミッター設定値以下となった場

合に信号を出力します。 

 

動作停止 

リミッター動作を停止します。 

 

 

３．検知動作条件を選択し、 を押します。 

 

 

③ 出力動作設定 

リミッター出力の状態をａ接点動作にするか、ｂ接点動作にするか選択します。 

 

１．“ｃｎｄ２”を選択し、 を押します。 

２．現在の設定が表示されます。 を押すたびに順次表示が切り替わります。 

  

                        

 

 

ａ接点 

リミッター出力時の状態をａ接点動作とし

ます。 

 

ｂ接点 

リミッター出力時の状態をｂ接点動作とし

ます。 

 

３．出力動作設定を選択し、 を押します。 
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④ 出力条件設定 
リミッターの出力条件を設定します。以下の６種類の出力方法があります。 

１．“ｃｎｄ３”を選択し、 を押します。 

２．現在の設定が表示されます。 を押すたびに表示が切り替わります。 

 

 

 

 

通常 

通常の動作設定 

 

 

パルス出力 

未検知から検知になった時、指定時間Ｏ

Ｎ状態になります。 

 

オンデイレー動作 

未検知から検知になった時、指定時間Ｏ

Ｎ状態を遅らせます。 

 

オフデイレー動作 

検知から未検知になった時、指定時間ＯＦ

Ｆ状態を遅らせます。 

 

オンオフデイレー動作 

検知状態変化時、指定時間ＯＮ、ＯＦＦ状

態を遅らせます。 

 

安定表示、待ち動作 

計測状態不安定時、表示安定を指定時間

待ち、安定検出後リミッター動作を開始し

ます。 

不安定状態が指定時間をオーバーした場

合、安定したあとの指定時間を待ち、リミ

ッター動作を再開させます。 

時間の設定については、６.１.（２） 安定検

出時間設定をご参照ください(P.16)。 

３．出力条件設定を選択し、 を押します。 

  “Ｓｔｎｄ”、“Ｓｔｂ”を選択した場合は、以降の操作は不要です。 
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４．“ＰｕＬＳ”、“ｏｎｄＬ”、“ｏＦｄＬ”、“ｄＬｙ”を選択した場合は、選択登録後に時間設定入力になりま

す。 

 

５．現在の設定時間が表示されます。 下位の桁が点滅するので、数値を入力し登録します。 

  ・数値入力またはキャンセル操作については、４ 基本操作をご参照ください(P.8)。 

  ・単位は１０ｍｓです。 

  ・設定可能範囲は、００．００～１０．００秒です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）安定検出時間設定 

安定待ち処理は、６.１.（１）④出力条件設定(P.15)で安定待ち“Ｓｔｂ”を選択した場合に有効に

なり、Ｌ１，Ｌ２共に共通の設定値を使用します。 

   

経過時間

ON

OFF

OFF

OFF

ﾘﾐｯﾀｰ動作は停止

状態を継続する。

動作ﾘﾐｯﾀｰ動作 ﾘﾐｯﾀｰ動作停止

表示安定 不安定 安定安定不安定

不安定設定時間 安定指定時間

リ
ミ
ッ
タ
ー
設
定
値 安定しても設定時間

経過していなければ

L1

L2

L1

L2

 
 

注． 表示値が緩やかに変化している場合は安定状態としてリミッターが動作する場合がありま

す。（１～２秒で表示が１デジットぐらいの変化の場合） 
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１．“Ｓｔｂ”を選択し、 を押します。 

 

２．“ｕｎＳｔ”と表示され、その後、現在の設定時間が表示されます。 下位桁が点滅するので、数

値を入力し登録します。 

  ・数値入力またはキャンセル操作については、４ 基本操作をご参照ください(P.8)。 

  ・設定可能範囲は、１～９９秒です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．”Ｓｔｂｔ”と表示され、その後、現在の設定時間が表示されます。 下位桁が点滅するので、数

値を入力し登録します。 

  ・数値入力またはキャンセル操作については、４ 基本操作をご参照ください(P.8)。 

  ・設定可能範囲は、１～９９秒です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．“Ｅｎｄ”と表示されて終了です。 
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（３）ゼロトレーディング 
ゼロトレ－ディングは表示値が安定している状態で、“０”表示に対し、指定された設定値の範

囲内の変化で、設定時間経過している場合に機能します。 

又、電源を一度切断した場合、現在のゼロトレ－ディング値は消えてしまうため、必要に応じ

て“ＺＥＲＯ”スイッチを押して、ゼロ点補正を実施してください。 

 

１．“０ｔｒＧ”を選択し、 を押します。 

 

 

 

 

２．現在の設定が表示されます。“ｄｉＳ”か“ＥｎＡ”のいずれかを選択し、 を押します。 

  “0ｄｉＳ”を設定した場合は、以降の操作は不要です。 

 

・・・ゼロトレーディング機能無効 

 

 

 

・・・ゼロトレーディング機能有効 

 

 

３．“ｂｎｄ”と表示され、その後、現在の変動補正幅が表示されます。 下位の桁が点滅するので、

数値を入力し登録します。 

  ・数値入力またはキャンセル操作については、４ 基本操作をご参照ください(P.8)。 

  ・設定可能範囲は、１～９９秒です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．“ti”と表示され、その後、現在の待ち時間が表示されます。 下位の桁が点滅するので、数値

を入力し登録します。 

  ・数値入力またはキャンセル操作については、４ 基本操作をご参照ください(P.8)。 

  ・設定可能範囲は、１～９９秒です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．“Ｅｎｄ”と表示されて終了です。 
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（４）積算回数設定 
計測表示の速度を設定します。数値が低いほど計測表示の速度があがりますが、表示精度に

ばらつきが発生します。数値を大きくすると計測表示の速度は遅くなりますが、表示がより安定

します。移動平均設定値と計測速度の関係を以下の表に記載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．“ＦｉＬＬ”を選択し、 を押します。 

 

 

 

 

 

２．“ＦｉＬＳ”と表示され、その後、現在の移動平均値が表示されます。 下位桁が点滅するので、

数値を入力し登録します。 

  ・数値入力またはキャンセル操作については、４ 基本操作をご参照ください(P.8)。 

  ・設定可能範囲は、１～１２です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．“Ｅｎｄ”と表示されて終了です。 

 

 

移動平均値 計測速度 内部積算回数

１ ０．０４ｓｅｃ １ 

２ ０．０７ｓｅｃ ２ 

３ ０．１５ｓｅｃ ４ 

４ ０．３ｓｅｃ ８ 

５ ０．５ｓｅｃ １６ 

６ １ｓｅｃ ３２ 

７ ２ｓｅｃ ６４ 

８ ５ｓｅｃ １２８ 

９ １０ｓｅｃ ２５６ 

１０ ２２ｓｅｃ ５１２ 

１１ ４５ｓｅｃ １０２４ 

１２ １．５ｍｉｎ ２０４８ 
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（５）キャリブレーション 

正確な計測表示値を得るためには校正を行う必要があります。通常センサーとセットにて工場よ

り出荷された場合は校正が行われているため、キャリブレーションの設定を行う必要はありませ

ん。 

１．“ＣＡＬ”を選択し、 を押します。 

２．“ＣＳＥＬ”と表示されます。 を押すたびに表示が切り替わります。 

 

 

 

 

 

①校正設定値選択 

計測値表示に使用する校正データを選択します。 

(６.１.（５）① 校正設定値選択 参照(P.21)) 

 

 

②小数点表示位置設定 

計測表示値の、小数点表示位置を設定します。 

(６.１.（５）② 小数点表示位置設定 参照(P.22)) 

 

 

③ 小表示値設定 

計測表示値を何単位で変化させるかを設定します。 

(６.１.（５）③ 小表示値設定 参照(P.23)) 

 

 

④荷重検定 “ｒＣＡＬ” 

センサーへ分銅等を載せ校正を行います。 

(６.１.（５）④ 荷重検定（実荷重による校正） 参照

(P.24)) 

 

⑤データ入力 

センサーのデータを元に、校正値を設定します。 

(６.１.（５）⑤ データ入力（等価入力校正） 参照(P.25)) 

 

 

⑥変換値設定 

計測した値を使い、変換表示させたい時に使用しま

す。 

(６.１.（５）⑥ 変換値設定 参照(P.26)) 

 

３．設定する項目を選択し、 を押します。以降の操作については、各々の項目をご参照くださ

い。 
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① 校正設定値選択 

計測表示を行うための校正設定値を選択します。選択設定を間違えた場合は正常な計測表示

ができなくなりますので注意が必要です。 

 

１．“ＣＳＥＬ”を選択し、 を押します。 

 

２．現在の設定が表示されます。 を押すたびに表示が切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

工場出荷時の設定値 

 

 

 

実荷重による校正値 

 

 

 

センサーデータ入力による校正値 

 

 

 

 

 

 

３．校正設定値を選択し、 を押します。 

 

４．“Ｅｎｄ”と表示されて終了です。 
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② 小数点表示位置設定 

計測表示での小数点位置を選択設定します。 

 

１．“ｄＰＳｔ”を選択し、 を押します。 

 

２．現在の設定が表示されます。 を押すたびに表示が切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

小数点がない状態にします。 

 

 

 

 “０．０”にします。 

 

 

 

 “０．００”表示にします。 

 

 

 

 “０．０００”表示にします。 

 

 

 

 

３．小数点表示位置を選択し、 を押します。 

 

４．“Ｅｎｄ”と表示されて終了です。 
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③ 小表示値設定 

計測表示での 小の表示単位を設定します。 

 

１．“unSt”を選択し、 を押します。 

 

２．現在の設定が表示されます。 を押すたびに表示が切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

計測値を‘０、１、２、３・・・’と表示させま

す。 

 

 

計測値を‘０、２、４、６・・・’と表示させま

す。 

 

 

計測値を‘０、５、１０・・・・’と表示させま

す。 

 

 

計測値を‘０、１０、２０・・・’と表示させま

す。 

 

 

 

 

３． 小表示値を選択し、 を押します。 

 

４．“Ｅｎｄ”と表示されて終了です。 
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④ 荷重検定（実荷重による校正） 

センサーへ分銅等を載せ、校正を行います。この操作により、６.１.（５）①校正設定値選択の“ｒＣ

ＡＬ”データとして登録されます。 

後の操作が完了した時点で、荷重検定データが登録されます。 

入力操作に誤りがあった場合は、 を押してキャンセルし、計測値表示状態からやり直してく

ださい。 

 

１．校正を行う前に５分以上のランニングを行ってください。 

２．“ｒＣＡＬ”を選択し、 を押します。 

 

 

 

３．“０ｄｉｎ”と表示されます。本機と接続されているセンサーを無負荷にした状態で を押しま

す。 

 

 

 

 

４．“＿ ＿ ＿ ＿”が数秒表示されます。 

 

 

 

 

５．現在のスパン値が表示されます。 下位の桁が点滅するので数値を入力し登録します。 

  ・数値入力またはキャンセル操作については、４ 基本操作をご参照ください(P.8)。 

 

 

 

６．“ＳＰｎｉ”と表示されます。センサーへ分銅を載せ、 を押します。この際使用する分銅は、

なるべくセンサーの定格荷重となる分銅をご用意ください。 

 

 

 

 

７．しばらくすると、再度“０ｄｉｎ”と表示されます。手順３と同様の手順を実施してください。 

 

 

 

 

８．“＿ ＿ ＿ ＿”が数秒表示されます。 

 

 

 

 

９．“Ｅｎｄ”と表示されて終了です。 
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⑤ データ入力（等価入力校正） 

センサーのデータを元に、校正値を設定します。この操作により、６.１.（５）①校正設定値選択の

“ｄＣＡＬ”データとして登録されます。 

後の操作が完了した時点で、入力データが登録されます。 

入力操作に誤りがあった場合は、 を押してキャンセルし、計測値表示状態からやり直してく

ださい。 

１．“dCAL”を選択し、 を押します。 

 

 

 

 

２．“ＳＰｎｉ”と表示され、その後、現在のスパン値が表示されます。 下位の桁が点滅するので数

値を入力し登録します。 

  ・数値入力またはキャンセル操作については、４ 基本操作をご参照ください(P.8)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．“ＳｎＳｒ”と表示され、その後、現在のセンサーデータが表示されます。 下位の桁が点滅する

ので数値を入力し登録します。入力値の単位は、μＶ／Ｖです。 

  ・数値入力またはキャンセル操作については、４ 基本操作をご参照ください(P.8)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．“Ｅｎｄ”と表示されて終了です。 

 

 

 

 

 

【例】５００Ｎのセンサーの出力が１.９８７５ｍＶ/Ｖである場合 

スパン値を“５００” 

センサーデータを“１９８８”と入力します。（ 下位の桁は四捨五入します） 
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⑥ 変換値設定 

計測した値に対し、変換表示させたい時に使用します。 

 

１．“ｃｎｒ”を選択し、 を押します。 

 

 

 

 

２．現在の設定が表示されます。“ｄｉＳ”か“ＥｎＡ”のいずれかを選択し、 を押します。 

“ｄｉＳ”を設定した場合は、以降の操作は不要です。 

 

・・・変換値設定無効 

 

 

 

・・・変換値設定有効 

 

 

３．“Ｃｄｉｎ”と表示されます。その後、現在の変換値が表示されます。 下位の桁が点滅するので、

数値を入力し登録します。 

  ・数値入力またはキャンセル操作については、４ 基本操作をご参照ください(P.8)。 

  ・設定可能範囲は、１～９９９９です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．“ｒｃＰｉ”と表示されます。その後、現在のマイナス指数部の値が表示されます。 下位の桁が

点滅するので、数値を入力し登録します。 

  ・数値入力またはキャンセル操作については、４ 基本操作をご参照ください(P.8)。 

  ・設定可能範囲は、１～５です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．“Ｅｎｄ”と表示されて終了です。 
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【例１】ｋｇｆ表示での値に対し、Ｎ表示させたい場合 

１ｋｇｆ＝９．８０６６５Ｎ なので、 

変換値入力を “９８０７” 

マイナス指数部入力を “４” 

と入力します。 

 

ＭＸ－７８の表示が、３０．０ｋｇ表示の場合 

スパン設定値は３００となるため 

３０．０のｋｇ表示をＮ表示にする場合、 

３０．０ × ９．８０７ ≒ ２９４ 

上記の様な式になるようにマイナス指数部を“４”と設定します。 

 

（注１） Ｎ表示にした場合は、６.１.（５）② 小数点表示位置設定(P.22)で小数点がない状態にしてくださ

い。 

小数点がない状態に設定されないと、表示が“２９．４”となってしまい実際のＮ値と異なった数

値を表示してしまいます。 

 

 

【例２】Ｎ表示での値に対し、ｋｇｆで表示させたい場合 

1Ｎ＝０.１０１９７１６ｋｇｆなので、 

変換値入力を “１０２０” 

マイナス指数部入力を “３” 

と入力します。 

 

ＭＸ－７８の表示が、３００Ｎ表示の場合 

Ｋｇ表示の際は“０．０”表示とするため 

３００Ｎ表示をｋｇ表示にする場合  ３００ × １．０２０ ≒ ３０６ 

上記の様な式になるようにマイナス指数部を“３”と設定します。 

 

注意：ｋｇ表示にした場合は、６.１.（５）② 小数点表示位置設定(P.22)で“０．０”の状態にしてください。 

小数点表示位置を“０．０”に設定されませんと、表示が“３０６”となってしまい実際のｋｇ表示と

異なった数値を表示してしまいます。 

 

（注２） ｋｇ表示にした場合は、６.１.（５）② 小数点表示位置設定(P.22)で“０．０”の状態にしてくださ

い。 

小数点表示位置を“０．０”に設定されませんと、表示が“３０６”となってしまい実際のｋｇ表示と

異なった数値を表示してしまいます。 

 



SM-183M Rev.15 

28          株式会社 ティアンドティ 

 

（６）アナログ出力設定 
アナログ出力（５Ｖ又は２０ｍＡ）の値を表示値に合わせます。 

アナログ出力値は５Ｖ又は２０ｍＡにする表示値の値及び極性を選択して設定します。 

後の操作が完了した時点で、設定データが登録されます。 

入力操作に誤りがあった場合は、 を押してキャンセルし、計測値表示状態からやり直してく

ださい。 

１．“Ａｏ”を選択し、 を押します。 

 

 

 

 

２．“ＡｏＳｔ”と表示されます。その後、現在の出力設定値が表示されます。 下位の桁が点滅する

ので、数値を入力し登録します。 

  ・数値入力またはキャンセル操作については、４ 基本操作をご参照ください(P.8)。 

  ・設定可能範囲は、１～９９９９です。 

 

 

 

 

 

 

 

３．“ＰｏＬ”と表示されます。その後、現在の極性設定が表示されます。“ＰＬｕｓ”か“－ｕＳ”のいず

れかを選択し、 を押します。 

 

 

 

 

 

 

・・・極性はプラス 

 

 

 

・・・極性はマイナス 

 

 

４．“Ｅｎｄ”と表示されて終了です。 

 

 

 

 

【例１】５００Ｎのセンサーを使用し、“５００“表示の時、出力を５Ｖ又は２０ｍＡにしたい場合 

 “Ａｏ”→“ＡｏＳｔ”→“５００”→“ＰｏＬ”→“ＰＬｕｓ” と設定します。 

 

【例２】１０００Ｎのセンサーを使用し、“５００”表示の時、出力を５Ｖ又は２０ｍＡにしたい場合 

 “Ａｏ” →“ＡｏＳｔ”→“５００”→“ＰｏＬ”→“ＰＬｕｓ” と設定します。 
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７.各種設定データ規定値 
製品出荷時に設定されている各種機能の既定値を以下に記載します。 

設定項目 設定項目名称 設定値 備考 

Ｌ１リミッター リミッター値 “１００”  

 
ヒステリシス幅 

”ＨｙＳ” 
“３” ３デジット 

 検知動作設定 “ｕｐｐ” 上限動作 

 出力動作設定 “Ａ” ａ接点動作 

 出力条件設定 “Ｓｔｎｄ” 通常動作 

Ｌ２リミッター リミッター値 “２００”  

 
ヒステリシス幅 

”ＨｙＳ” 
“３” ３デジット 

 検知動作設定 “ｕｐｐ” 上限動作 

 出力動作設定 “Ａ” ａ接点動作 

 出力条件設定 “Ｓｔｎｄ” 通常動作 

安定検知 不安定待ち時間 “５” 不安定時待ち時間５秒 

 安定待ち時間 “２” 安定待ち時間２秒 

ゼロトレーディング 有効・無効 “ｄｉｓ” 無効状態 

 変動幅 “３” 変動幅３デジット 

 待ち時間 “５” 待ち時間５秒 

移動平均処理  “５”  

キャリブレーション 校正値選択 “ｒＣＡＬ” 実荷重検定値を選択      ＊注 1 

 小数点位置設定 “０” センサーとの組み合わせによる ＊注 4 

 小表示単位 “ｕｎ＿１” センサーとの組み合わせによる ＊注 4 

 実荷重校正値 センサーによる センサーと組み合わせ校正   ＊注 2 

 等価校正値 センサーによる センサーデータを入力     ＊注 3 

変換入力 変換表示 “ｄｉＳ” 無効状態 

 変換値 “１０”  

 逆数 “０”  

アナログ出力 出力 センサーによる  

 極性 “＋”  

＊注 1 単体出荷時は”ｄＣＡＬ”に設定されます。 

＊注 2 単体出荷時には設定されておりません。 

＊注 3 組み合わせるセンサーのデータが通常入力されます。 

＊注 4 設定値は基本的な条件での設定で、センサーとの組み合わせにより変更することがあります。 
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８.トラブルシューティング 
 

症状 原因 処置 

電源が入らない 接続不良 ・電源端子がしっかり接続されていることをご確認くださ

い。 

・電源用ケーブルが断線していないことをご確認ください。 

・電源入力に関する配線に誤りがないことをご確認くださ

い。２.２.（１）電源入力、センサー入力端子台 (P.4)をご

参照ください。 

 

電源電圧不足 ・電源が規定の電圧となっていることをご確認ください。２.

２.（１）電源入力、センサー入力端子台(P.4)をご参照くだ

さい。 

 

リミッター信号が出力され

ない、もしくは意図しない

出力がされる 

接続不良 ・リミッター出力端子がしっかり接続されていることをご確

認ください。 

・リミッター出力に関する配線に誤りがないことをご確認く

ださい。２.２.（１）電源入力、センサー入力端子台電源入

力、(P.4)をご参照ください。 

 

各種リミッター設定 ・リミッター設定値、ヒステリシス幅設定、検知動作設定、

出力動作設定、出力条件設定をご確認ください。これらの

設定によりリミッター出力動作が決定します。５.４Ｌ１リミッ

ター値設定または、５.５Ｌ２リミッター値設定(P.10)と、６.１.

（１）リミッター動作設定(P.12)をご参照ください。 

 

リミッター信号出力が解除

されない 

ヒステリシス幅設定 ・ヒステリシス設定をご確認ください。設定されたヒステリシ

ス幅と表示値によっては、リミッター信号出力が解除され

ない場合があります。６.１.（１）①ヒステリシス幅設定(P.13)

をご参照ください。 

 

電圧(電流)出力がされな

い 

接続不良 ・電圧(電流)出力端子がしっかり接続されていることをご確

認ください。 

・電圧(電流)出力用ケーブルが断線していないことをご確

認ください。 

・電圧(電流)出力に関する配線に誤りがないことをご確認く

ださい。２.２.（１）電源入力、センサー入力端子台電源入

力、(P.4)をご参照ください。 

 

アナログ出力設定 ・アナログ出力設定をご確認ください。６.１.（６）アナログ出

力設定(P.28)をご参照ください。 

 

表示値が安定しない 積算回数設定 ・積算回数設定をご確認ください。設定値を大きくすること

で表示が安定します。６.１.（４）積算回数設定(P.19)をご

参照ください。 

 

ノイズ ・お近くの電気製品などから電気的な干渉が発生していな

いことをご確認ください。 
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症状 原因 処置 

表示値が安定するまで時

間がかかる 

積算回数設定 ・積算回数設定をご確認ください。設定値を小さくすること

で表示速度があがります。６.１.（４）積算回数設定(P.19)

をご参照ください。 

 

ゼロ点がずれる ゼロトレーディング ・ゼロトレーディング設定をご確認ください。ゼロトレーディ

ング機能が有効となっている場合、ゼロ点が移動すること

があります。６.１.（３）ゼロトレーディング(P.18)をご参照くだ

さい。 

表示値が異常 センサー不一致 ・センサーとセットで購入された場合、接続されているセン

サーとの組み合わせが正しいことをご確認ください。 

 

校正不良 ・校正が正しく行われていることをご確認ください。６.１.（５）

キャリブレーション(P.20)をご参照ください。 

 

校正設定値選択 ・校正設定値をご確認ください。６.１.（５）①校正設定値選

択(P.21)をご参照ください。 

 

変換値設定 ・変換値設定をご確認ください。変換値設定が有効となっ

ている場合、表示値は変換された値となります。６.１.（５）

⑥変換値設定(P.26)をご参照ください。 

 

 

 

※エラー表示について 

エラー表示 原因 処置 

 接続不良 ・端子がしっかり接続されていることをご確認ください。 

・センサー接続に関する配線に誤りがないことをご確認くだ

さい。２.２.（１）電源入力、センサー入力端子台電源入力、

(P.4)をご参照ください。 

 

 接続不良 ・センサー接続に関する配線に誤りがないことをご確認くだ

さい。２.２.（１）電源入力、センサー入力端子台電源入力、

(P.4)をご参照ください。 

 

過負荷 ・接続先のセンサーに、規定以上の負荷がかかっていない

ことをご確認ください。 

 

 入力データ異常 ・入力した値に誤りがないことをご確認ください。 
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９.仕様 
９.１.一般仕様 

 

型式 ＭＸ－１１－Ｄ２４ ＭＸ－１１－Ｄ２４－ＶＯ ＭＸ－１１－Ｄ２４－ＣＯ 

表

示

部 

文字高さ ８ｍｍ 

表示色 赤色 

表示値 －１９９９～９９９９（１／５００精度） 

検知表示 

２色ＬＥＤ 

上限動作設定時：緑色表示 

下限動作設定時：赤色表示 

検

知

機

能 

チャンネル数 ２ｃｈ 

検知方式 上限または、下限動作を選択設定 

出力動作 ａ接点または、ｂ接点を選択設定 

ヒステリシス幅 １～２００ｄｉｇ 

検知出力 フォトカプラ出力 

シンク電流 ３０ｍＡ 

コレクタ損失 １００ｍＷ 

コレクターエミッタ間耐電圧 ３５Ｖ 

センサー印加電圧 ５Ｖ±５％／２０ｍＡ 

センサー入力 ３５０Ω系、または７００Ω系 

入力インピーダンス 約１０ＭΩ 

大計測電圧 １２．５ｍＶ（２．５ｍＶ／Ｖ） 

アナログ出力 ― ０～５Ｖ（負荷１ｋΩ以上）
４～２０ｍＡ 

（ 大負荷２５０Ω） 

アナログ出力精度 ― １／５００ 

アナログ出力応答 ― ４０ｍｓ 

電源 
ＤＣ２４Ｖ±１０％（非絶縁タイプ） 

使用電源に関しては、電流制限付き電源を使用すること 

消費電流 約１５０ｍＡ 

重量 約２００ｇ 

使用周囲温度 ０℃～４０℃（屋内） 

使用湿度範囲 ８５％ｒｈ以内（ただし結露しないこと） 

使用環境 設定環境：１ 汚染度：２ 
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仕様は改良のため、予告なく変更することがあります。 

 

外観寸法 幅４８ｍｍ×奥行き１０８ｍｍ×高さ４８ｍｍ（突起物含まず） 

付属品 

取付アダプタ １個 

端子台カバー １個 

端子台カバー取付ビス １個 
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９.２.外形寸法図 
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９.３.別売品 
 

（１）フロントパネルカバー 
誤操作防止用のカバーです。 

 

1
0.

65

1
1.

55

5
0.

6

50.6

材質：アクリル樹脂  
 
 

取り付け図

はめ込む
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１０.保証 
      本機は正常な使用状態で発生する故障についてお買い上げ （納入日）より 

       一年間の無償修理をいたします。 

       尚、保証期間内でも以下の場合は有償修理となります。 

 

          １．火災、天災、異常電圧等による故障、損傷。 

          ２．不当な修理、調整、改造された場合。 

          ３．取り扱いが不適当のために生ずる故障、損傷。 

          ４．故障が本製品以外の原因による場合。 

 

 

お断り 

・本書の内容の一部または全部を、無断で複製することを禁止します。 

・型式、名称、仕様等の記載内容については、予告なく変更することがありますので、あらかじめご了承くだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製品のお問い合わせ 

販売代理店 

株式会社テクニカル・トライ 

〒252-0213 

神奈川県相模原市中央区すすきの町３－９ 

TEL 042-769-4661  FAX 042-752-4972 

 

技術的なお問い合わせ 

株式会社ティアンドティ 

〒252-0213 

神奈川県相模原市中央区すすきの町３－９ 

TEL 042-752-4481  FAX 042-752-4972 

 


